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令和 6年度 学年担任制アンケート （10月・3月実施）結果報告 

 

 昨年度 3月に上記のアンケートの２回目を全生徒および保護者を対象に実施いたしました。以下が 1回目との比

較を含めた結果となります。ご確認いただければ幸いです。なお、年間での実施にあたり、「アンケート結果を基に、

学校全体としての成果や課題を把握、分析し、学校運営および教育活動のより良い改善につなげること」を趣旨とし

ております。今年度も引き続き、ご理解とご協力いただきますようお願いいたします。 

  

 【生徒対象】 285名回答 （全校生徒３90名 ※ I組除く） 

  質問① 普段の学校生活で、学年担当教員の誰にでも相談しやすい環境がある。 

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても思う」、「ややそう思う」 ・・ 約 78% （前回 約７７%） 

  「あまりそう思わない」、「まったくそう思わない」 ・・ 約 15% （前回 約１９%） 

 

 

 

  質問② 普段の学校生活で、悩みや不安を抱えることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても思う」、「ややそう思う」 ・・ 約 25% （前回 約２５%） 

「あまりそう思わない」、「まったくそう思わない」 ・・ 約 66% （前回 約６６%） 

 



 

  質問③ 上記②の質問のうち、悩みや不安などを学年担当教員に相談し、 

それらを解消したことがある。 ※ 質問②で「とても思う」、「ややそう思う」を選んだ生徒のみ回答。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても思う」、「ややそう思う」 ・・ 約 45% （前回 約４３%） 

「あまりそう思わない」、「まったくそう思わない」 ・・ 約 45% （前回 約４６%） 

 

 

 

質問④ 二者または三者面談を通して、自分自身の良い面や課題改善に 

向けた取り組みを確認することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても思う」、「ややそう思う」 ・・ 約 77% （前回 約８０%） 

「あまりそう思わない」、「まったくそう思わない」 ・・ 約 11% （前回 約１３%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【保護者対象】 50件の回答 ※ I組除く 

  質問① 生徒の所属学年 ※ ご兄弟、姉妹がある場合は下の学年を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問② 上記の学年担任制実施の趣旨を理解（賛同や支持など）できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年担任制実施の趣旨 

１ 生徒を学年担当教員全員の目で見ることで、クラス担任１人では気づかない生徒の良さや改善点を 

把握すること。 

2 生徒がクラス担任だけに限定されずに、学年担当教員のだれにでも相談などをすることができること。 

3 1,2を踏まえ、いじめや不登校生徒などの未然防止につなげること。 

4 クラス担任 1人の役割負荷を学年担当教員間で分担し、軽減することで、教員の働き方の改善に 

つなげること。 

1学年 

２学年 

３学年 

とてもできる 

ややできる 

あまりできない 

できない 

どちらともいえない 



質問③ 学年担任制の運用について、課題（不安や心配など）を感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記質問③の「とてもあてはまる」、「ややあてはまる」、「どちらともいえない」を選択した保護者のうち、主な理由

としては、以下のようなことが挙げられました。 

・ 学年教員間での生徒情報の共有が上手くできているのかどうか。 

・ 実際に相談するとなると、どの先生に相談すれば適切かわからない。 

・ 何かあっても話したい先生の担任が回ってくるまで話せない。 

・ 先生の顔と名前が一致しづらい。 

 

質問④ 「前回（10月）のアンケート実施後、改善されたと思ったことなどがあればご入力ください。」のうち、主な

ものとしては、以下のようなことが挙げられました。 

・ 学校での出来事が学年間で共有されていると感じられる。 

・ 三年生の方で、受験の担当の先生が１年間替わらずに観ていただいたことは良かった。 

・ 面談の時に、担当の先生の希望があれば記名できるなどあるといい。 

 

＜課題改善に向けて＞ 

  生徒対象アンケートでは、質問③「悩みや不安などを抱えた生徒が、学年担当教員との相談を通してそれらを解

消できた」につきまして、前回の実施以降に特に改善するべき課題として取り組んでまいりました。今回の結果では、

数値は若干ではありますがプラス（改善）に変化したことが見て取れます。今後も上記の課題を学校全体として共有

し、生徒にとってより良い生活環境が実現できるよう取り組んでまいります。 

  保護者対象アンケートでは、質問③で挙げていただきました主な理由のうち、情報共有については、引き続き学

年教員間での体制を見直し、改善に努めてまいります。また、学年担当全教員の名前やクラス担当者名を学年便り

に明記することや面談時の希望調査票への担当教員希望欄を追記することなど、保護者の方からのご意見を踏ま

えた具体的な改善にもできる限り努めてまいります。 

改めて、学年へのご連絡やご相談につきましては、どのような内容でも学年担当教員の誰にしていただいても構

いません。ご連絡の際などは学年担当教員をご指名ください。また、もしお困りの場合は学年主任宛にご連絡くだ

さい。 

  以上を踏まえ、今年度も本校では学年担任制を通して生徒の学校生活における環境を整え、より良く教育活動が

行えるよう努めてまいります。保護者の皆様にも、引き続き、ご理解とご協力をいただければ幸いです。 

とてもあてはまる 

ややあてはまる 

あまりあてはまらない 

まったくあてはまらない 

どちらともいえない 


